
　
　
　
　
は
じ
め
に

　

初
代
西
村
市
郎
右
衛
門
未
達
は
貞
享
・
元
禄
期
に
好
色
本
を
中
心
と
し
て
西
鶴

に
対
抗
し
た
京
の
書
肆
と
し
て
知
ら
れ
る
が（1）
、
そ
の
二
代
目
市
郎
右
衛
門
に
つ

い
て
は
不
明
な
点
が
多
く
、
ま
た
そ
の
出
版
活
動
に
つ
い
て
も
特
に
注
目
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
二
代
目
市
郎
右
衛
門
は
京
の
書
肆
八
文
字
屋
八
左

衛
門
と
菊
屋
七
郎
兵
衛
が
そ
れ
ぞ
れ
作
者
江
島
其
磧
・
西
沢
一
風
を
擁
し
て
覇
権

を
争
う
西
鶴
没
後
の
浮
世
草
子
界
へ
の
参
入
を
試
み
、
西
鶴
本
の
江
戸
売
り
捌
き

元
で
あ
っ
た
書
肆
万
屋
清
兵
衛
と
も
結
び
、
作
者
青
木
鷺
水
ま
た
北
条
団
水
・
一

風
ら
の
動
向
と
連
携
し
な
が
ら
、
反
八
文
字
屋
勢
力
の
一
翼
を
担
う
動
き
を
見
せ

る（2）
。

　

初
代
市
郎
右
衛
門
が
没
す
る
の
は
元
禄
九
年
九
月
と
さ
れ
る
が（3）
、
同
八
年
三

月
に
西
村
九
左
衛
門
な
る
書
肆
が
京
都
に
登
場
す
る
。
二
代
目
市
郎
右
衛
門
に
関

し
て
は
、
正
徳
か
ら
享
保
半
頃
ま
で
登
場
す
る
江
戸
の
西
村
市
郎
右
衛
門
が
二
代

目
と
な
り
帰
京
し
た
と
す
る
説
が
あ
る
が（4）
、
そ
れ
を
同
名
の
新
た
な
江
戸
の
売

り
捌
き
元
で
あ
る
と
し
、
九
左
衛
門
を
二
代
目
と
推
定
す
る
説
も
示
さ
れ
る（5）
。

詳
細
は
別
稿
を
期
し
た
い
が
、
二
代
目
市
郎
右
衛
門
の
動
向
を
概
観
す
れ
ば
、
江

戸
の
市
郎
右
衛
門
と
京
都
の
九
左
衛
門
は
同
一
人
物
と
見
ら
れ
、
九
左
衛
門
は
二

代
目
市
郎
右
衛
門
と
し
て
正
徳
五
年
か
ら
享
保
十
五
年
頃
ま
で
江
戸
に
拠
点
を
移

し
て
活
動
す
る
。

　

九
左
衛
門
時
代
、
江
戸
の
西
村
半
兵
衛
の
下
で
修
業
を
積
ん
だ
と
見
ら
れ
る
二

代
目（6）
は
、
江
戸
市
場
を
重
視
し
、
正
徳
五
年
に
江
戸
に
進
出
す
る
。
享
保
四
年

に
は
自
店
の
同
住
所
に
源
六
店
を
「
出
店
」
と
し
て
開
業
さ
せ
、
享
保
六
年
、
二

代
目
は
『
官
刻
六
諭
衍
義
』
の
御
用
を
勤
め
る
と
と
も
に
、
源
六
は
江
戸
本
屋
仲

間
の
結
成
を
奉
行
に
願
い
出
、
享
保
十
二
年
の
南
組
の
独
立
に
際
し
て
は
中
絶
し

て
い
た
「
出
店
」
表
示
を
復
活
さ
せ
る
。

　

二
代
目
西
村
市
郎
右
衛
門
が
江
戸
の
本
屋
業
界
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
、
江
戸
本

屋
仲
間
結
成
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
る
源
六
の
活
動
と
も
相
俟
っ
て
看
過
で
き
な

い
も
の
が
あ
る
と
言
え
よ
う
が
、
本
稿
で
は
右
の
概
略
に
述
べ
た
活
動
を
考
証
す

る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
、享
保
期
ま
で
の
両
店
の
刊
行
物
一
覧
を
掲
載
す
る
。

知
ら
れ
ざ
る
二
代
目
市
郎
右
衛
門
と
源
六
の
動
向
に
関
す
る
具
体
的
考
察
は
別
稿

を
期
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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一
、
初
代
西
村
市
郎
右
衛
門
と
そ
の
江
戸
売
り
捌
き
店
と
目
さ
れ
る
西
村
半
兵
衛

の
刊
行
書
に
つ
い
て
は
、
延
宝
二
年
頃
刊
『
増
続
書
籍
目
録
』（「
西
村
市
郎
右（
マ
マ
）門

刊
」）
を
嚆
矢
と
す
る
元
禄
期
ま
で
の
一
覧
が
備
わ
る（7）
。
本
稿
で
は
、
元
禄
期
ま

で
の
刊
行
書
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
に
未
掲
載
の
書
物
（
◎
印
）、
並
び
に
管
見

の
調
査
と
異
同
の
あ
る
も
の
（
▽
印
）
の
み
を
挙
げ
る
。

一
、
刊
記
に
年
月
が
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
序
・
跋
の
日
付
等
に
よ
っ
て
年

代
を
推
定
し
た
。

一
、ト
ピ
ッ
ク
と
な
る
見
出
し
（
▼
印
）
を
適
宜
補
っ
た
（
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
）。

参
考
文
献

・
東
明
雅
氏
「
西
村
未
達
（
市
郎
右
衛
門
）
の
研
究
」（『
可
里
婆
禰
』
第
一
号
、

昭
37
・
２
）

・
中
嶋
隆
氏
『
初
期
浮
世
草
子
の
展
開
』（
若
草
書
房
、
平
８
）「
二
章
・
一　

西

村
市
郎
右
衛
門
未
達
の
出
版
活
動
と
没
年
の
推
定
」

・
湯
沢
賢
之
助
氏
『
西
村
本
の
浮
世
草
子
』（『
新
典
社
、
平
12
）「
一
章　

西
村

市
郎
右
衛
門
（
代
々
）
の
出
版
・
文
筆
活
動
」

・
長
谷
川
強
氏
『
浮
世
草
子
考
証
年
表
―
宝
永
以
降
』（
青
裳
堂
、
昭
59
）

延
宝
七
年
四
月

◎
『
格
致
余
論
䟽
鈔
』　

広
田
玄
伯　

大
本
八
巻
八
冊

「
書
林
／
西
村
市
郎
右
衛
門
梓
行
」（
延
宝
七
年
四
月
十
六
日
・
序
）

『
新
増
書
籍
目
録
』（
天
和
三
年
正
月
刊
）
に
「
八　

格
致
論
䟽
鈔
」、『
増
益
書
籍

目
録
大
全
』（
元
禄
九
年
正
月
刊
）
に
は
「
八
／
同
（
西
村
市
）　

同
（
格
致
論
）

䟽
鈔　

広
田
元
（
マ
マ
）伯　

十
匁
」
と
し
て
掲
出
さ
れ
る
。
刊
記
に
は
特
に
入
木
の
痕
跡

は
窺
え
な
い
。
序
の
日
付
頃
、
遅
く
と
も
延
宝
末
・
天
和
初
年
頃
に
は
刊
行
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

貞
享
三
年
五
月

◎
『
念
仏
安
心
』　

厭
求　

大
本
一
巻
一
冊

「
于
時
貞
享
三
丙

寅
暦
／
皐
月
仏
縁
日
／
京
師
三
條
通
油
小
路
東
へ
入
／
書
林
西
村

市
郎
右
衛
門
書
写
／
彫
刻
」

貞
享
五
年
正
月

◎
『
万
病
回
春
指
南
』　

岡
本
一
抱
子　

横
本
五
巻
五
冊

「
旹
貞
享
第
五
戊

辰
天
孟
春
日
／
洛
下　

岡
本
一
抱
子
／
書
舎
／
江
戸
神
田
新
革
屋

町
／
西
村
半
兵
衛
／
京
三
條
通
油
小
路
東
江
入
町
／
西
村
市
郎
右
衛
門
／
新
刊
」

◎
『
射
法
一
統
』　

浅
野
正
親　

半
紙
本
六
巻
六
冊

「
貞
享
第
五
龍
集
辰
／
孟
春
良
日
／
江
戸
神
田
新
革
屋
町
／
書
坊　

西
村
半
兵
衛

／
同　

斎
藤
作
兵
衛
」

元
禄
五
年
正
月

◎
『
古
今
養
性
録
』　

竹
中
通
庵　

大
本
十
六
巻
十
五
冊

「
元
禄
五
年
壬
申
春
正
月
上
元
／
江
府
書
林
／
神
田
新
革
屋
町
／
西
村
半
兵
衛
鏤
」

▼
江
戸
・
西
村
九
郎
右
衛
門
の
登
場
（
元
禄
五
年
二
月
）

元
禄
五
年
二
月

◎
『
保
産
機
要
』　

竹
中
通
庵　

小
本
一
巻
一
冊　
　
　

「
元
禄
五
年
玄
猿
春
上
浣
／
書
林
／
江
府
神
田
新
革
屋
町
／
西
村
半
兵
衛
蔵
／
同

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号
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九
郎
右
衛
門
梓
／
京
師
書
林　

西
村
市
郎
右
衛
門
」

▼�

初
代
市
郎
右
衛
門
、
元
禄
六
年
六
月
ま
で
に
六
角
西
洞
院
西
入

町
へ
移
転（8）

『
二
所
皇
太
神
遷
幸
要
略
』「
元
禄
六
龍
集
癸

酉
林
鐘
上
旬
／
京
六
角
西
洞
院
西
入

町　

西
村
市
郎
右
衛
門
／
江
戸
神
田
新
革
屋
町　

西
村
半
兵
衛
店
」（
中
嶋
氏
稿
）

▼
京
都
・
西
村
九
左
衛
門
の
登
場
（
元
禄
八
年
三
月
）

元
禄
八
年
三
月

▽
『
李
士
材
三
書
』　

李
中
梓
（
竹
中
通
庵
跋
）　

大
本
六
巻
十
二
冊

「
旹
元
禄
八
旃
蒙
大
淵
献
春
三
月
穀
旦
／
帝
畿　

書
肆
／
西
村
市
郎
右
衛
門
／
同

氏　

九
左
衛
門
／
江
府
書
坊
／
同
氏　

半
兵
衛
／
日
校
刊
行
」

元
禄
八
年
九
月

▽
『
万
病
回
春
病
因
指
南
』　

岡
本
一
抱
子　

半
紙
本
七
巻
七
冊

「
旹
元
禄
乙
亥
秋
九
月
吉
旦
刻
于
載
文
堂
／
皇
都
書
舎
／
西
村
市
郎
右
衛
門
／
同

氏　

九
左
衛
門
／
江
城
書
林
／
同
氏　

半
兵
衛
／
仝
梓
（
三
店
に
跨
る
）」

▼
九
左
衛
門
、
元
禄
九
年
二
月
ま
で
に
手
洗
水
町
に
居
住（9）

元
禄
九
年
二
月

◎
『
増
補
枝
葉
訓
解
』　

西
村
有
隣
子　

小
本
二
巻
一
冊

「
元
禄
九
暦
龍
集
丙

子
／
仲
春
吉
日
／
京
堀
川
四
條
／
大
和
屋
善
兵
衛
／
井
田
三
右

衛
門
／
同
手
洗
水
町
／
西
村
九
左
衛
門
／
江
戸
神
田
新
革
屋
町
／
西
村
半
兵
衛
／

仝
鋟
」

▼
江
戸
店
の
空
白
期
（
元
禄
九
年
四
月
～
正
徳
五
年
二
月
）

『
格
致
余
論
諺
解
』「
元
禄
九
年
龍
次
丙
子
春
三
月
穀
旦
／
帝
畿
書
舎
／
六
角
通
西

洞
院
西
入
町
／
西
村
市
郎
右
衛
門
／
烏
丸
手
洗
水
町
／
同
氏　

九
左
衛
門
／
武
江

書
坊
／
神
田
新
革
屋
町
／
同
氏　

半
兵
衛
／
蔵
版
（
三
店
に
跨
る
）」（
中
嶋
氏
稿
）

本
書
刊
行
以
降
、
西
村
半
兵
衛
の
出
版
活
動
が
確
認
で
き
な
く
な
る（10）
。

▼
元
禄
九
年
九
月
三
日
　
初
代
西
村
市
郎
右
衛
門
（
未
達
）
没

「
元
禄
九
丙
子
／
九
月
三
日　

原
隆
／
遍
誉
道
照
信
士
／
西
村
市
良
右
ヱ
門
」（「
京

都
大
雲
院
過
去
帳
」）（
中
嶋
氏
稿
）

▼�

九
左
衛
門
、
元
禄
九
年
十
二
月
ま
で
に
誓
願
寺
通
西
洞
院
西
入

町
へ
移
転

『
玉
箒
子
』（「
元
禄
九
年
冬
十
二
月
朔
旦
／
京
誓
願
寺
通
西
洞
院
西
入
町
／
西
村

九
左
衛
門
／
同
車
屋
町
通
夷
川
角
／
林
久
次
郎
／
江
戸
日
本
橋
南
川
瀬
石
町
／
山

口
権
兵
衛
／
同
梓
（
三
店
に
跨
る
）」

「
誓
願
寺
通
西
洞
院
西
入
町
」は
初
代
市
郎
右
衛
門
の
住
所「
六
角
西
洞
院
西
入
町
」

二
代
目
西
村
市
郎
右
衛
門
の
出
版
活
動
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と
一
致
す
る
（
中
嶋
氏
稿
）。

▼
二
代
目
西
村
市
郎
右
衛
門
の
登
場
（
元
禄
十
一
年
正
月
）

元
禄
十
一
年
正
月

◎
『
延
喜
太
神
宮
式
』　

出
口
延
経　

大
本
一
巻
一
冊

「
元
禄
十
一
年
正
月
廿
一
日
寿
梓
／
伊
勢
山
田
藤
原
長
兵
衛
重
常
／
京
六
角
西
村

市
郎
右
衛
門
渠
営
」

▼�

二
代
目
市
郎
右
衛
門
、
元
禄
十
二
年
三
月
ま
で
に
烏
丸
六
角
下

ル
町
へ
移
転（11）

『
皮
籠
摺
』「
元
禄
十
二
己

卯
年
／
賞
花
中
澣
／
伊
勢
山
田
上
一
志
町
／
藤
原
長
兵

衛
／
京
烏
丸
六
角
下
ル
町
／
西
村
市
郎
右
衛
門
」（
中
嶋
氏
稿
）

宝
永
二
年
五
月

○
『
御
前
独
狂
言
』　

西
鶯　

大
本
六
巻
六
冊

「
宝
永
第
二
歳
／
酉
五
月
吉
日
／
書
林
／
江
戸
日
本
橋
川
瀬
石
町
／
須
藤
権
兵
衛
／

京
烏
丸
通
六
角
下
ル
町
／
西
村
市
良
右
衛
門
／
彫
刻
」

宝
永
三
年
正
月

○
『
御
伽
百
物
語
』　

青
木
鷺
水　

大
本
六
巻
六
冊

「
宝
永
三
丙

戌
年
正
月
吉
日
／
江
戸　

林
和
泉
掾
／
寺
町
通
松
原
上
ル
町
／
京　

菱

屋
治
兵
衛
／
開
板
（
両
店
に
跨
る
）」

広
告
「
諸
国
因
果
物
語　

全
部
六
巻　

跡
よ
り
追
付
出
来
」

宝
永
四
年
三
月

○
『
諸
国
因
果
物
語
』　

青
木
鷺
水　

大
本
六
巻
六
冊

「
宝
永
四
丁

亥
年
三
月
吉
日
／
書
肆
／
江
戸
日
本
橋
南
一
町
目
／
出
雲
寺
四
良
兵
衛

／
京
寺
町
松
原
上
ル
町
／
菱
屋
治
兵
衛
／
板
行
（
両
店
に
跨
る
）」

広
告
「
近
代　

芭
蕉
翁
諸
国
物
語　

全
部
六
巻
／
近
日
出
来
申
候
」

宝
永
四
年
八
月

○
『
初
音
物
語
』　

青
木
鷺
水　

小
本
四
巻
四
冊

「
宝
永
四
歳
／
亥
仲
秋
吉
祥
日
／
武
州
／
万
屋
清
兵
衛
／
洛
陽
／
西
村
市
郎
右
衛

門
／
梓
行
」（『
浅
草
拾
遺
物
語
』〔
刊
記
欠
、
洛
下
旅
館
序
「
貞
享
二
歳
／
丑
孟

春
上
旬
」〕
の
改
竄
改
題
本
）

宝
永
五
年
正
月

○
『
古
今
堪
忍
記
』　

青
木
鷺
水　

大
本
七
巻
七
冊

「
宝
永
五
年
／
子
正
月
吉
祥
日
／
江
戸
日
本
橋
南
壱
丁
目
／
出
雲
寺
四
郎
兵
衛
／

京
寺
町
松
原
上
ル
丁
／
菱
屋
治
兵
衛
／
板
行
（
両
店
に
跨
る
）」

広
告
「
此
次
ニ　

誹
林
近
代
芭
蕉
翁
諸
国
物
語
／
行
脚
手
日
記
／
全
部
六
巻
／
同

　

風
流
吉
日
鎧
曽
我　

全
部
八
巻
／
此
二
色
追
付
出
来
仕
候
／
板
行
出
来　

御
伽

百
物
語
／
此
本
近
代
よ
う
く
わ
は
な
し
し
る
す
／
全
部
六
巻
／
同　

近
代
因
果
物

語
／
此
本
近
代
む
く
ひ
は
な
し
し
る
す
／
全
部
六
巻
／
此
二
色
は
板
行
出
来
仕
候

／
御
覧
被
遊
可
被
下
候
」

宝
永
六
年
八
月

○
『
新
玉
櫛
笥
』　

青
木
鷺
水　

大
本
六
巻
六
冊

「
旹
宝
永
第
六
竜
次
己
丑
歳
／
仲
秋
之
月
既
望
／
雒
阳
書
肆
／
中
川
茂
兵
衛
／
西

村
市
良
右
衛
門
／
板
行
（
両
店
に
跨
る
）」

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

四
二



宝
永
七
年
三
月

○
『
吉
日
鎧
曽
我
』　

青
木
鷺
水　

大
本
七
巻
七
冊

「
宝
永
七
歳
／
寅
三
月
吉
日
／
江
戸
書
林
（
空
白
）
／
京
書
林
／
丹
波
屋
茂
兵
衛

版
／
同
／
西
村
市
郎
右
衛
門
版
」

正
徳
三
年
正
月

○
『
宗
祇
諸
国
物
語
』　

洛
下
旅
館　

半
紙
本
五
巻
五
冊

「
正
徳
三
巳
正
月
吉
日
／
西
村
市
郎
右
衛
門
／
姉
小
路
通
堀
川
東
江
入
ル
町
／
丹

波
屋
茂
兵
衛
」（
貞
享
二
年
刊
本
「
貞
享
弐
次
暦
乙
丑
／
正
月
上
澣
日
／
神
田
新
革

屋
町
／
西
村
半
兵
衛
／
京
師
三
条
通
／
西
村
市
郎
右
衛
門
／
同
八
幡
町
通
／
坂
上

勝
兵
衛
／
刊
行
」
の
再
印
本
）

正
徳
四
年
正
月

○
『
医
学
切
要
指
南
』　

岡
本
一
抱　

半
紙
本
三
巻
三
冊

「
旹
／
正
徳
四
甲

午
年
／
正
月
吉
旦
／
操
筆
於
洛
下
摂
生
堂
畢
／
一
得
翁
一
抱
子
述

之
／
京
姉
小
路
通
堀
川
東
へ
入
町
／
書
林　

中
川
茂
兵
衛
蔵
板
／
西
村
市
郎
右
衛

門
」

▼
江
戸
の
西
村
市
郎
右
衛
門
の
登
場
（
正
徳
五
年
三
月
）

正
徳
五
年
三
月

○
『
射
法
一
統
』　

浅
野
正
親　

半
紙
本
六
巻
六
冊

「
正
徳
第
五
乙

未
歳
／
三
月
吉
日
／
京
書
肆
（
両
店
に
跨
る
）
／
京
姉
小
路
通
堀
川

東
江
入
町
／
中
川
茂
兵
衛
／
西
村
市
良
右
衛
門
／
江
武
通
本
石
町
二
丁
目
／
蔵
版

（
両
店
に
跨
る
）」（
貞
享
五
年
刊
本
の
求
板
）

刊
記
様
式
上
は
西
村
市
郎
右
衛
門
は
京
・
江
戸
の
両
店
で
あ
り
、
住
所
は
江
戸
店

の
も
の
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
東
論
文
で
は
『
射
法
一
覧
』
と
紹
介
さ
れ
る
。

享
保
三
年
正
月

○
『
諸
家
軍
配
記
』　

九
二
軒
鱗
長　

大
本
八
巻
八
冊

「
享
保
三
戊

戌
年
正
月
穀
旦
／
武
江
／
江
戸
日
本
橋
南
壱
町
目
／
須
原
屋
茂
兵
衛
／

書
肆
／
同
本
町
三
丁
目
／
西
村
市
良
右
衛
門
／
皇
城
／
堀
河
通
綾
小
路
下
ル
町
／

銭
屋
庄
七
良
／
梓
行
（
三
店
を
跨
ぐ
）」

享
保
四
年
正
月

○
『
和
漢
文
類
諸
家
名
数
』　

神
田
白
龍
子　

半
紙
本
五
巻
五
冊

「
享
保
四
己

亥
歳
正
月
良
辰
／
帝
畿　

書
肆　

西
村
市
郎
右
衛
門
／
江
府　

書
坊

　

西
村
載
文
堂
／
蔵
刊
（
両
店
に
跨
る
）」

▼
「
出
店
」
西
村
源
六
の
登
場（12）
（
享
保
四
年
九
月
）

享
保
四
年
九
月

○
『
神
祇
／
伊
勢　

御
改
服
忌
令
』　

中
本
一
巻
一
冊

「
享
保
四
年
亥
年
九
月
吉
日
／
京
六
角
通
烏
丸
西
江
入
丁
／
西
村
市
良
右
衛
門
／
出

店
江
戸
本
町
三
丁
目
／
西
村
源
六
／
蔵
版
（
二
店
に
跨
る
）」

享
保
六
年
正
月

○
『
字
林
和
玉
篇
大
成
』
大
和
田
気
求　

横
本
一
巻
一
冊

「
享
保
六
年
／
丑
正
月
吉
日
／
寸
珍
四
声
和
玉
韻
略
大
成
板
行
／
書
林
／
京
姉
小

路
通
堀
川
東
へ
入
丁
／
中
川
茂
兵
衛
／
板
行
／
江
戸
通
本
町
三
丁
目
／
西
村
市
良（
マ

衛マ
）
門
」

二
代
目
西
村
市
郎
右
衛
門
の
出
版
活
動

四
三



享
保
六
年
十
一
月

○
『
官
刻
六
諭
衍
義
』（
徂
徠
訓
点
本
）　

大
本
（
半
紙
本
）
二
巻
二
冊
（
一
冊
も

有
り
）

「
享
保
六
辛
丑
歳
十
一
月
吉
日
／
武
江　

書
林
／
出
雲
寺
和
泉
掾
／
西
村
市
郎
右

衛
門
／
野
田
太
兵
衛
／
大
和
屋
太
兵
衛
／
小
川
彦
九
郎
／
須
原
屋
茂
兵
衛
」

▼
こ
の
頃
、
源
六
が
江
戸
本
屋
仲
間
の
結
成
を
公
儀
へ
願
い
出
る

享
保
七
年
四
月

○
『
官
刻
六
諭
衍
義
大
意
』（
室
鳩
巣
訳
）　

大
本
一
巻
一
冊

　

以
下
の
甲
・
乙
板
が
確
認
で
き
る
。

　

甲
「�

享
保
七
壬
寅
歳
四
月
吉
日
／
武
江　

書
林
／
出
雲
寺
和
泉
掾
／
西
村
市
郎���

右
衛
門
／
野
田
太
兵
衛
／
大
和
屋
太
兵
衛
／
小
川
彦
九
郎
／
須
原
屋
茂
兵

衛
」

　
　
　
　

↓
寛
政
十
一
年

　
　

○
『
賜
版
六
諭
衍
義
大
意
』　

大
本
一
巻
一
冊

　
　

�「
享
保
七
壬
寅
歳
四
月
吉
日
／
寛
政
十
一
年
己
未
仲
和
／
賜
版
／
武
江　

書

林
／
出
雲
寺
和
泉
掾
／
西
村
市
郎
右
衛
門
／
野
田
太
兵
衛
／
大
和
屋
太
兵
衛

／
小
川
彦
九
郎
／
須
原
屋
茂
兵
衛
」

　
　

�「
享
保
七
壬
寅
歳
四
月
吉
日
／
寛
政
十
一
年
己
未
仲
和
／
賜
版
／
武
江　

書

林
／
出
雲
寺
和
泉
掾
／
西
村
市
郎
右
衛
門
／
野
田
太
兵
衛
／
大
和
屋
太
兵
衛

／
小
川
彦
九
郎
／
須
原
屋
茂
兵
衛
／
同　

善
五
郎
」（
後
印
）

　

乙
「�

享
保
七
壬
寅
歳
四
月
吉
日
／
武
江　

書
林
／
出
雲
寺
和
泉
掾
／
西
村
市
郎

右
衛
門
／
野
田
太
兵
衛
／
大
和
屋
太
兵
衛
／
小
川
彦
九
郎
／
須
原
屋
茂
兵

衛
」（『
官
刻
六
諭
衍
義
』
と
同
じ
六
名
）

　
　
　
　

↓
享
保
七
年
八
月

　
　

○
『
官
刻
六
諭
衍
義
大
意
』　

大
本
一
巻
一
冊

　
　

�「
享
保
七
壬
寅
歳
八
月
吉
日
／
洛
陽　

書
林
／
出
雲
寺
和
泉
掾
／
／
野
田
弥

兵
衛
／
小
河
多
左
衛
門
／
中
川
茂
兵
衛
」

　
　

�

○
『
賜
板
六
諭
衍
義
大
意
』　

大
本
一
巻
一
冊

　
　

�「
享
保
七
壬
寅
歳
八
月
吉
日
／
洛
陽　

書
林
／
出
雲
寺
和
泉
掾
／
／
野
田
弥

兵
衛
／
小
河
多
左
衛
門
／
中
川
茂
兵
衛
」

享
保
八
年
九
月

○
「
住
吉
御
文
庫
建
立
発
願
文
」

「
享
保
八
癸

卯
九
月
吉
日
／
取
次　

神
奴
蔵
人
／
願
主
肝
煎
／
大
坂
／
寺
田
与
右
衛

門
／
同
／
大
野
木
市
兵
衛
／
同
／
敦
賀
屋
九
兵
衛
／
同
／
吉
文
字
屋
市
兵
衛
／
同

／
河
内
屋
宇
兵
衛
／
同
／
毛
利
田
庄
太
郎
／
同
／
池
田
屋
三
郎
右
衛
門
／
同
／
山

本
九
右
衛
門
／
京
都
／
杉
生
五
郎
左
衛
門
／
同
／
河
南
四
郎
右
衛
門
／
同
／
林
長

左
衛
門
／
同
／
中
川
茂
兵
衛
／
同
／
上
村
四
郎
兵
衛
／
江
戸
／
小
川
彦
九
郎
／
同

／
須
原
屋
茂
兵
衛
／
同
／
万
屋
清
兵
衛
／
同
／
中
村
進
七
／
同
／
杉
浦
三
郎
兵
衛

／
同
／
梅
村
彦
兵
衛
／
同
／
西
村
市
郎
右
衛
門
／
右
御
宝
蔵
之
書
籍
慥
成
申
合
を

以
講
中
之
内
よ
り
毎
年
相
改
永
々
紛
失
無
之
様
に
仕
儀
相
違
無
御
座
候
以
上
／
卯

ノ
九
月
吉
日
」

享
保
九
年
八
月

○
『
冥
加
訓
』　

関
一
楽　

半
紙
本
五
巻
五
冊

「
享
保
九
辰
ノ
歳
／
八
月
吉
辰
／
江
戸
通
本
町
三
丁
目
／
西
村
市
郎
右
衛
門
／
摂

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

四
四



陽　

書
肆
／
高
麗
橋
筋
豆
葉
町
／
油
屋
與
兵
衛
／
伊
丹
屋
新
兵
衛
」

享
保
十
一
年
正
月

○
『
唐
訳
便
覧
』　

岡
島
冠
山　

半
紙
本
五
巻
五
冊

「
享
保
十
一
年
丙
午
正
月
吉
旦
／
京
師
書
舗
／
堀
川
仏
光
寺
下
ル
町
／
伏
見
屋
藤

次
郎　

版
行
／
大
坂
書
舗
／
高
麗
橋
一
町
目
／
伏
見
屋
藤
三
郎
／
江
戸
書
舗
／
通

石
町
一
町
目
／
西
村
市
郎
右
衛
門
」

○
『
官
位
俗
訓
』（
慎
斎
序
、
環
翠
子
後
序
）　

半
紙
本
四
巻
四
冊　

「
享
保
十
一
丙
午
と
し
初
春
日
／
洛
下
後
学
慎
斎
書
」（
序
）

「
于
時
享
保
十
一
歳
孟
春
吉
辰
環
翠
子
揮
毫
／
遵
生
軒
」（
後
序
）

「
江
戸
通
本
町
三
町
目
角
／
西
村
源
六
／
大
坂
心
斎
橋
筋
安
堂
寺
町
／
大
野
木
市

兵
衛
／
京
堀
河
高
辻
上
ル
町
／
銭
屋
儀
兵
衛
／
同
錦
小
路
新
町
西
ヘ
入
町
／
永
田

調
兵
衛
／
同
六
角
通
烏
丸
西
ヘ
入
町
／
西
村
市
郎
右
衛
門
／
同
寺
町
仏
光
寺
下
町

／
蓍
屋
勘
兵
衛
」

月
尋
堂
『
官
職
田
舎
辨
疑
』（
初
印
本
「
宝
永
八
季
春
吉
辰
／
書
林
／
江
戸
日
本

橋
南
一
町
／
須
原
屋
茂
兵
衛
／
京
三
条
大
和
大
路
／
橘
屋
次
兵
衛
」、再
印
本
「
享

保
四
季
春
吉
辰
／
書
林
／
江
戸
日
本
橋
南
一
町
／
須
原
屋
茂
兵
衛
／
京
三
条
大
和

大
路
／
橘
屋
次
兵
衛
」）
の
求
板
改
題
本（13）
。

享
保
十
一
年
八
月

○
『
民
家
分
量
記
』　

常
盤
潭
北　

半
紙
本
五
巻
五
冊

「
享
保
十
一
丙

午
歳
八
月
吉
日
／
書
肆
／
江
戸
本
町
三
丁
目
／
西
村
源
六
蔵
板
」（
初

印
本
）

「
享
保
十
一
丙

午
歳
八
月
吉
日
／
京
都
書
林
／
六
角
通
烏
丸
西
江
入
町
／
西
村
市
郎

右
衛
門
／
東
都
書
肆
／
本
町
三
町
目
／
西
村
源
六
蔵
板
」（
再
印
本
）

（「
享
保
十
二
丁

未
歳
仲
夏
吉
日
／
京
都
書
肆
／
堀
川
錦
上
ル
町
／
西
村
市
良
右
衛
門

／
江
都
書
林
／
通
本
町
三
丁
目
／
西
村
源
六
蔵
板
」
後
（
三
）
印
本
）

▼
源
六
、「
出
店
」
表
示
を
再
開
（
享
保
十
二
年
正
月
）　
　
　
　

▼
こ
の
頃
、
本
屋
仲
間
南
組
の
独
立
が
表
面
化
す
る

享
保
十
二
年
正
月
　

○
『
竹
斎
行
脚
袋
』　

半
紙
本
五
巻
五
冊

「
享
保
十
二
の
と
し
／
ひ
つ
し
の
正
月
吉
日
／
京
六
角
通
烏
丸
西
江
入
町
／
西
村

市
郎
右
衛
門
／
出
店
江
戸
本
町
三
町
目
／
西
村
源
六
／
彫
刻
」（『
新
竹
斎
』「
貞

享
第
四
歳
／
卯
芳
春
吉
辰
日
／
書
林
／
帝
畿
三
条
通
油
小
路
東
江
入
／
西
村
市
郎

右
衛
門
／
坂
上
庄
兵
衛
／
彫
刻
」
の
改
題
本
）

『
新
撰
書
籍
目
録
』（
享
保
十
四
年
十
二
月
刊
）
に
は
「
五　

新
竹
斎　

西
村
氏
」

と
掲
載
さ
れ
る
。
作
者
は
未
達
か
。

○
『
御
伽
大
黒
の
槌
』　

洛
下
寓
居　

半
紙
本
六
巻
六
冊

「
享
保
拾
弐
年
／
未
ノ
正
月
吉
祥
日
／
京
六
角
通
烏
丸
西
へ
入
町
／
西
村
市
良
右

衛
門
／
江
戸
通
本
町
三
丁
目
出
店
／
西
村
源
六
」（『
新
御
伽
婢
子
』「
天
和
参
歳

／
亥
九
月
上
旬
／
江
戸
神
田
新
革
屋
町
／
西
村
半
兵
衛
／
京
三
条
通
／
同　

市
郎

右
衛
門
／
八
幡
町
通
／
大
津
屋
庄
兵
衛
」
の
改
題
本
）

（
○
『
停
雲
集
』　

新
井
白
石　

大
本
二
巻
二
冊　

「
享
保
丁
未
正
月
穀
旦
／
御
書
物
所
／
麹
町
拾
丁
目
／
唐
本
屋
清
兵
衛
／
本
町
三

丁
目
／
西
村
源
六
求
板
」
寛
延
・
宝
暦
頃
の
求
板
本
）

二
代
目
西
村
市
郎
右
衛
門
の
出
版
活
動

四
五



享
保
十
二
年
五
月

○
『
田
舎
荘
子
外
篇
』　

佚
斎
樗
山　

半
紙
本
六
巻
六
冊

「
享
保
十
二
丁

未
歳
仲
夏
吉
日
／
京
都
書
肆
／
堀
河
錦
上
ル
町
／
西
村
市
良
右
衛
門

／
江
都
書
林
／
通
本
町
三
丁
目
／
西
村
源
六
蔵
板
」

○
『
民
家
分
量
記
』　

常
盤
潭
北　

半
紙
本
五
巻
五
冊

「
享
保
十
二
丁

未
歳
仲
夏
吉
日
／
京
都
書
肆
／
堀
川
錦
上
ル
町
／
西
村
市
良
右
衛
門

／
江
都
書
林
／
通
本
町
三
丁
目
／
西
村
源
六
蔵
板
」（
享
保
十
一
年
刊
本
の
後〔
三
〕

印
本
）

享
保
十
二
年
夏

○
『
俳
諧
閏
の
梅
』　

露
月　

大
本
二
巻
二
冊

「
享
保
十
二
丁
未
夏
／
江
戸
通
本
町
三
町
目
書
林
／
板
行
所　

西
村
源
六
」

享
保
十
二
年
八
月
　

○
『
下
懸
外
仕
舞
囃
謡
大
成
』　

横
本
一
巻
一
冊

「
享
保
十
二
丁
未
年
仲
秋
吉
祥
日
／
武
陽
書
林
／
通
本
町
三
町
目
／
西
村
市
郎
右

衛
門
／
京
師
書
林
／
新
町
通
下
長
者
町
上
ル
町
／
谷
口
七
左
衛
門
（
印
）」

享
保
十
三
年
正
月

○
『
百
味
主
能
師
言
鈔
諺
解
』　

岡
本
一
抱
著
・
寺
島
澗
竜
子
諺
解　

大
本
五
巻

五
冊

「
享
保
十
三
戊

申
正
月
吉
日
／
姉
小
路
通
堀
川
東
へ
入
町
／
中
川
茂
兵
衛
／
堀
川
通

鮹
薬
師
下
ル
町
／
西
村
市
郎
右
衛
門
／
中
川
弥
兵
衛
／
板
行
（
三
店
に
跨
る
）」

享
保
十
三
年
二
月

○
『
虫
目
付
字
合
様
指
南
』　

半
紙
本
一
巻
一
冊
（『
虫
目
付
字
』
二
巻
二
冊
と
セ

ッ
ト
で
全
三
冊
）

「
享
保
十
三
年
戊

申
二
月
吉
日
／
江
戸
／
通
本
町
二
町
目
角
／
西
村
市
郎
右
衛
門
／

大
坂
／
安
堂
寺
町
心
斎
橋
筋
／
大
野
木
市
兵
衛
／
京
都
／
四
條
通
寺
町
西
へ
入
町

／
上
坂
勘
兵
衛
」

○
『
初
製
目
付
字
』　

半
紙
本
二
巻
二
冊

『
割
印
帳
』（
享
保
十
三
年
五
月
）「
享
保
十
三
戊
申
二
月
吉
日
／
初
製
目
付
字　

二
冊
／
作
者
／
源
兼
勝
述
／
板
元　

京　

め
と
木
や
勘
兵
衛
／
大
坂　

大
野
木
市

兵
衛
／
江
戸　

西
村
市
郎
右
衛
門
／
売
出
し　

同
源
六
」

現
存
本
『
初
製
目
付
字
』（
半
紙
本
二
巻
二
冊
、
東
北
大
狩
野
文
庫
蔵
）
は
無
刊

記
本
。『
虫
目
付
字
』（
二
巻
二
冊
）
と
は
別
本
。

享
保
十
三
年
六
月

○
『
河
伯
井
蛙
文
談
』　

佚
斎
樗
山　

半
紙
本
三
巻
三
冊

「
享
保
十
三
戊

申
歳
季
夏
吉
日
／
京
都
書
林
／
堀
河
錦
上
ル
町
／
西
村
市
良
右
衛
門

／
江
都
書
林
／
通
本
町
三
丁
目
／
西
村
源
六
蔵
板
」

享
保
十
三
年
八
月

○
『
恵
然
別
伝
禅
師
骨
董
』

『
割
印
帳
』（
享
保
十
四
年
十
一
月
）「
同
十
三
戌
申
年
南
呂
初
八
／
恵
然
別
伝
禅

師
骨
董　

三
冊
／
碩
運
／
碩
麟
／
録
／
板
元
売
出
し　

西
村
源
六
／
板
元　

同
市

郎
右
衛
門
／
蔵
板　

深
川
恵
念
寺
」

享
保
十
三
年
中

○
『
本
朝
正
運
紀
略
』

『
割
印
帳
』（
享
保
十
三
年
十
二
月
）「
享
保
十
三
戌
申
年
／
本
朝
正
運
紀
略　

折

本
壱
冊
／
作
者
／
大
窪
戌
吉
／
板
元　

西
村
源
六
／
売
出
し　

西
村
源
六
」

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

四
六



享
保
十
四
年
正
月

○
『
天
狗
芸
術
論
』　

佚
斎
樗
山　

半
紙
本
四
巻
四
冊

「
享
保
十
四
歳
次
己
酉
孟
春
／
書
肆
／
洛
陽
／
堀
河
錦
上
ル
町
／
西
村
市
郎
右
衛

門
／
武
陽
／
本
町
三
町
目
／
西
村
源
六
蔵
板
」

享
保
十
四
年
春

○
『
誹
諧
寄
進
能
』

『
割
印
帳
』（
享
保
十
四
年
四
月
）「
同
己
酉
春
／
誹
諧
寄
進
能　

二
冊
／
豊
島
治

左
衛
門
撰
者
／
板
元　

西
村
源
六
」

享
保
十
四
年
六
月

○
『
画
図
百
花
鳥
』　

石
中
子　

大
本
五
巻
五
冊

「
書
林
／
京
堀
川
錦
上
ル
町
／
西
村
市
郎
右
衛
門
／
江
戸
本
町
三
町
目
／
西
村
源

六
蔵
版
／
享
保
十
四
年
酉
六
月
吉
日
」

享
保
十
四
年
六
月
か

○
『
再
刊
仏
光
国
師
語
録
』　

無
学
祖
元
著
・
一
真
等
編　

大
本
十
巻
十
冊

「
書
林
／
京
寺
町
通
五
条
上
ル
町
／
林
五
郎
兵
衛
／
京
堀
川
通
錦
小
路
上
ル
町
／
西

村
市
郎
右
衛
門
」（
享
保
十
一
年
九
月
三
日
・
跋
）

『
割
印
帳
』（
享
保
十
四
年
四
月
）
に
は
「
六
月
廿
二
日
改
」
と
記
さ
れ
る
。

享
保
十
四
年
七
月

○
『
寓
意
艸
』　

喩
昌　

大
本
六
巻
六
冊

「
享
保
十
四
年
己

酉
七
月
吉
旦
／
堀
川
通
錦
小
路
上
ル
町
／
西
村
市
郎
右
衛
門
／
堀

川
通
高
辻
上
ル
町
／
植
村
藤
次
郎
／
蔵
版
（
両
店
に
跨
る
）」

享
保
十
四
年
八
月

○
『
初
学
消
息
集
』

『
割
印
帳
』（
享
保
十
四
年
十
一
月
）「
同
十
四
酉
桂
月
／
初
学
消
息
集　

一
冊
／

玉
置
茂
八
筆
／
板
元
売
出
し　

西
む
ら
源
六
」

享
保
十
四
年
九
月

○
『
六
道
士
会
録
』　

佚
斎
樗
山　

半
紙
本
五
巻
五
冊

「
享
保
十
四
己

酉
歳
九
月
／
京
師
／
堀
川
錦
上
ル
町
／
西
村
市
郎
右
衛
門
／
江
府
／

本
町
三
町
目
／
西
村
源
六
蔵
版
」

享
保
十
五
年
正
月

○
『
璣
訓
蒙
鑑
草
』　

多
賀
谷
環
中
仙�　

半
紙
本
二
巻
三
冊

「
享
保
十
五
年
／
戌
正
月
吉
日
／
書
林
／
武
陽　

西
村
市
郎
右
衛
門
／
浪
花　

瀬

戸
物
屋
伝
兵
衛
／
皇
都　

蓍
屋
伝
兵
衛
」

『
割
印
帳
』（
享
保
十
四
年
十
二
月
）「
同
十
五
戌
正
月
／
璣
訓
蒙
鑑
草　

三
冊
／

作
者
／
環
中
選
／
板
元　

京
都　

西
村
市
郎
右
衛
門
／
瀬
戸
物
屋
伝
兵
衛
／
蓍
屋

伝
兵
衛
／
売
出
し　

西
む
ら
源
六
」

○
『
料
理
綱
目
調
味
抄
』　

嘯
夕
軒
宗
堅　

中
本
五
巻
五
冊

「
享
保
十
五
庚

戌
年
孟
春
日
／
書
林
／
京
姉
小
路
堀
川
東
江
入
町
／
中
川
茂
兵
衛
／

京
堀
川
通
錦
小
路
上
ル
町
／
西
村
市
郎
右
衛
門
／
江
戸
通
本
町
三
町
目
／
西
村
源

六
」

○
『
わ
れ
か
し
こ
』　

嘯
夕
軒
宗
堅　

半
紙
本
三
巻
三
冊

「
享
保
十
五
庚

戌
年
孟
春
／
書
林
／
皇
都　

西
村
市
郎
右
衛
門
／
江
府　

同　

源

六
」

享
保
十
五
年
二
月

○
『
満
字
節
用
書
翰
宝
蔵
』　

中
村
平
五　

大
本
一
巻
一
冊

「
維
時
享
保
十
五
庚

戌
暦
／
板
元　

松
梅
軒　

栄
梓
／
中
川
茂
兵
衛
／
永
田
調
兵
衛

二
代
目
西
村
市
郎
右
衛
門
の
出
版
活
動

四
七



／
中
村
次
郎
兵
衛
／
河
南
四
郎
右
衛
門
／
植
村
藤
次
郎
／
（
不
明
）
兵
衛
／
西
村

市
郎
右
衛
門
」

『
割
印
帳
』（
享
保
十
五
年
六
月
）「
同
十
五
戊
二
月
／
満
字
節
用
書
翰
宝
蔵　

一

冊
／
中
村
平
五
三
近
子
筆
／
板
元　

京　

松
梅
軒
七
人
ノ
相
板
／
売
出
し　

植
村

藤
三
郎
／
墨
付
百
十
五
丁
」

享
保
十
五
年
二
月
以
降
（
享
保
年
間
中
）

○
『
筆
海
用
文
聯
珠
宝
鑑
』　

大
本
一
巻
一
冊

「
享
保
改
正
／
三
月
吉
日
／
江
戸
通
本
町
三
町
目
／
西
村
源
六
／
京
書
林
／
京
姉

小
路
通
堀
川
東
江
入
町
／
中
川
茂
兵
衛
板
行
／
中
川
弥
兵
衛
」

奥
付
に
『
満
字
節
用
書
翰
宝
蔵
』
の
既
刊
広
告
あ
り
。

享
保
十
五
年
三
月

○
『
誹
諧
浜
の
真
砂
』　

雲
鼓
・
竹
丈
・
白
応　

横
本
一
巻
一
冊

「
享
保
十
五
庚戌
年
三
月
／
江
戸
本
町
三
丁
目
／
書
林　

西
村
源
六
梓
」

○
『
は
い
か
い
続
真
砂
』　

白
応　

横
本
一
巻
一
冊

「
享
保
十
五
庚戌
年
三
月
／
江
戸
本
町
三
丁
目
／
書
林　

西
村
源
六
梓
」

○
『
誹
諧
さ
ゞ
れ
石
』　

三
ケ
津
宗
匠　

横
本
一
巻
一
冊

「
享
保
十
五
庚戌
年
三
月
／
江
戸
本
町
三
丁
目
／
書
林　

西
村
源
六
梓
」

○
『
誹
諧
百
鵆
』　

白
応
・
蝶
々
子　

横
本
一
巻
一
冊

「
享
保
十
五
庚戌
年
三
月
／
江
戸
本
町
三
丁
目
／
書
林　

西
村
源
六
梓
」

『
割
印
帳
』（
享
保
十
五
年
七
月
）「
同
十
五
戌
三
月
／
俳
諧
百
千
鳥　

前
句
本
壱

冊
／
同
（
撰
者
）
／
白
応
／
蝶
々
子
／
板
元
売
出
し　

西
村
源
六
」

○
『
玉置
万
要
書
札
集　

全
』

『
割
印
帳
』（
享
保
十
五
年
六
月
）「
同
／
玉置
万
要
書
札
集　

全
／
玉
置
茂
八
筆
／

板
元
売
出
し　

西
村
源
六
／
墨
付
卅
丁
半
」

享
保
十
五
年
四
月

○
『
俳
度
曲
』　

識
月
（
露
月
）　

半
紙
本
一
巻
一
冊
（
下
巻
）

「
享
保
十
五
庚

戌
初
夏
／
書
林
／
通
本
町
三
丁
目
／
西
村
源
六
蔵
板
」

○
『
俳
諧
宮
遷
』

『
割
印
帳
』（
享
保
十
五
年
四
月
）「
享
保
十
五
戊
初
夏
／
俳
諧
宮
遷
／
二
冊　

五

重
軒
露
月
／
板
元
売
出
し　

西
村
源
六
」

享
保
十
五
年
五
月

○
『
新
後
明
題
和
歌
抄
』　

伯
水
堂
梅
風　

半
紙
本
六
巻
四
冊

「
享
保
十
五
庚

戌
歳
仲
夏
吉
日
／
京
都
書
肆
／
堀
河
錦
上
ル
町
／
西
村
市
良
右
衛
門

／
江
都
書
林
／
通
本
町
三
丁
目
／
西
村
源
六
蔵
板
」

享
保
十
五
年
十
月

○
『
仮
名
文
章
』

『
割
印
帳
』（
享
保
十
六
年
正
月
）「
同
十
五
戊
初
冬
／
仮
名
文
章　

壱
冊
／
玉
置

茂
八
筆
／
板
元
売
出
し　

西
村
源
六
」

享
保
十
六
年
正
月

○
『
新
板
小
謡
断
錦
集
』　

横
本
一
巻
一
冊

「
享
保
十
六
辛

亥
年
正
月
吉
日
／
書
肆
／
江
戸
室
町
三
丁
目
／
須
原
屋
市
兵
衛
／
同

本
町
三
丁
目
／
西
村
源
六
」（『
鴻
山
文
庫
本
の
研
究
』）

享
保
十
六
年
六
月

○
『
婦
人
方
考
』　

中
本
一
巻
一
冊

「
享
保
十
六
辛
亥
年
歳
六
月
改
正
／
皇
都
書
林　

西
村
市
郎
右
衛
門
」

○
『
七
経
孟
子
考
文
補
遺
』　

山
井
崑
崙
（
荻
生
北
溪
補
）　

大
本
十
四
巻
三
十
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

四
八



冊「
享
保
辛
亥
六
月
穀
旦
梓
畢
／
東
都
書
林
／
松
会
三
四
郎
／
中
村
新
七
／
野
田
太

兵
衛
／
杉
浦
三
郎
兵
衛
／
須
原
屋
新
兵
衛
／
万
屋
清
兵
衛
／
西
村
源
六
／
植
村
藤

三
郎
／
戸
倉
屋
喜
兵
衛
／
栃
木
屋
清
兵
衛
／
小
川
彦
九
郎
」

享
保
十
六
年
七
月

○
『
六
諭
衍
義
小
意
』　

中
村
三
近
子　

大
本
三
巻
三
冊

「
書
林
／
江
戸
本
町
三
丁
目
／
西
村
源
六
／
京
堀
川
通
錦
上
町
／
西
村
市
郎
右
衛

門
」（
享
保
十
六
年
七
月
二
十
九
日
・
跋
）

○
『
老
子
本
義
』　

近
藤
舜
政　

大
本
二
巻
二
冊

「
享
保
十
六
年
辛
亥
夷
則
穀
旦
／
京
師
書
坊
載
文
堂
／
堀
川
錦
上
ル
町
／
西
村
市

郎
右
衛
門
／
東
都
書
坊
文
刻
堂
／
本
町
三
町
目
／
西
村
源
六
梓
」

享
保
十
六
年
九
月

○
『
俳
諧
蝶
番
』　

蝶
々
子
・
白
応
・
雲
鼓　

横
本
一
巻
一
冊

「
享
保
十
六
辛
亥
年
九
月
吉
日
／
江
戸
本
町
三
丁
目
／
西
村
源
六
梓
」

○
『
誹
諧
江
戸
紫
』　

蝶
々
子　

横
本
一
巻
一
冊

「
享
保
十
六
亥
九
月
／
江
戸
本
町
三
丁
目
／
西
村
源
六
梓
」

享
保
十
七
年
正
月

○
『
官
刻　

増
広
太
平
和
剤
局
方
』　

陳
師
文
等
編
・
今
大
路
親
顕
等
校　

大
本

十
六
巻
十
二
冊

「
享
保
十
七
壬子
年
孟
春
／
東
都
書
林
／
西
村
又
右
衛
門
／
西
村
源
六
／
植
村
藤
三

郎
／
前
川
権
兵
衛
」

○
『
金
匱
要
略
』　

張
仲
景　

大
本
五
巻
五
冊

「
享
保
十
七
壬

子
太
簇
良
辰
／
東
都
書
舗
／
通
本
町
三
丁
目
／
西
村
源
六
／
本
石
町

二
町
目
／
植
村
藤
三
郎
／
大
坂
書
坊
／
高
麗
橋
一
町
目
／
植
村
藤
三
郎
／
洛
陽
書

舗
／
堀
川
高
辻
上
ル
町
／
植
村
藤
治
郎
／
姉
小
路
堀
川
東
入
町
／
中
川
茂
兵
衛
／

寺
町
鮹
薬
師
上
ル
町
／
秋
田
屋
惣
兵
衛
／
寿
梓
（
京
三
店
を
跨
ぐ
）」

○
『
庭
訓
往
来
』　

玉
置
栄
長　

大
本
二
巻
二
冊

「
京
堀
川
錦
上
ル
町
／
西
村
市
郎
右
衛
門
／
江
戸
通
本
町
三
丁
目
／
西
村
源
六
蔵

版
」（
享
保
十
七
年
正
月
上
浣
・
跋
）

享
保
十
七
年
五
月

○
『
誹
諧
を
た
ま
き
綱
目
』　

竹
亭　

小
本
一
巻
一
冊

「
享
保
十
七
壬

子
仲
夏
日
／
東
都
書
林
／
通
本
町
三
町
目
／
西
村
源
六
求
板
」

○
『
筆
海
俗
字
指
南
車
』　

中
村
三
近
子　

半
紙
本
一
巻
一
冊

「
享
保
十
七
壬

子
皐
月
吉
辰
／
書
亭
／
江
戸　

西
村
源
六
郎
／
皇
都　

西
村
市
郎
右

衛
門
」

○
『
中
華
歴
代
帝
王
図
并
僣
偽
』　

坂
時
存　

一
舗

「
書
肆
／
皇
都　

西
村
市
郎
右
衞
門
／
武
江　

西
村
源
六
」（
享
保
十
七
年
五
月
・

跋
）

『
割
印
帳
』（
享
保
十
八
年
五
月
）「
同
十
七
子
五
月
／
中
華
暦
代
帝
王
拝
僭
偽
図

一
枚
／
長
門　

坂
先
生
考
訂
／
板
元
売
出
し　

西
村
源
六
」

享
保
十
七
年
六
月

○
『
俳
諧
綾
錦
』　

沾
凉　

半
紙
本
三
巻
三
冊

「
享
保
十
七
壬

子
年
六
月
吉
祥
日
／
書
肆
／
京
堀
川
錦
上
ル
町
／
西
村
市
郎
右
衛
門

／
江
戸
本
町
三
丁
目
／
西
村
源
六
梓
行
」

享
保
十
七
年
八
月

○
『
誹
諧
反
故
拾
遺
』　

常
盤
潭
北

二
代
目
西
村
市
郎
右
衛
門
の
出
版
活
動

四
九



『
割
印
帳
』（
享
保
壱
七
年
八
月
）「
同
十
七
子
八
月
／
誹
諧
反
故
拾
遺　

弐
冊
／

撰
者
／
常
盤
潭
北
／
板
元
売
出
し　

西
村
源
六
」

享
保
十
七
年
秋

○
『
捷
径
弁
義
』　

善
嶼
子　

大
本
一
巻
一
冊

「
享
保
十
七
壬
子
年
素
秋
吉
辰
／
書
林
／
京
堀
川
錦
上
ル
町
／
西
村
市
郎
右
衛
門

／
江
戸
本
町
三
丁
目
／
西
村
源
六
梓
」

享
保
十
七
年
中

○
『
俳
諧
句
霊
宝
』　

露
月　

半
紙
本
三
巻
三
冊

「
享
保
十
七
壬

子
年　

月
吉
祥
日
／
書
肆
／
京
堀
川
錦
上
ル
町
／
西
村
市
郎
右
衛
門

／
江
戸
本
町
三
丁
目
／
西
村
源
六
梓
行
」（
享
保
十
年
冬
・
跋
）

『
割
印
帳
』（
享
保
十
三
年
正
月
）「
享
保
十
巳
仲
冬
／
俳
諧
句
霊
宝　

三
冊
／
作

者
／
露
月
集
／
板
元　

露
月
／
売
出
し　

西
村
源
六
」

享
保
十
八
年
二
月

○
『
野
総
茗
話
』　

常
盤
潭
北　

半
紙
本
四
巻
四
冊

「
享
保
十
八
年
癸
丑
仲
春
／
書
肆
／
京
堀
川
錦
上
ル
町
／
西
村
市
郎
右
衛
門
／
江

戸
本
町
三
町
目
／
西
村
源
六
梓
行
」

享
保
十
八
年
五
月

○
『
陳
臥
子
明
詩
選
』　

陳
子
龍
等　

小
本
十
三
巻
十
三
冊

「
享
保
十
八
年
癸
丑
仲
夏
穀
旦
／
皇
都
書
林
／
京
堀
川
錦
上
ル
町
／
西
村
一
（
マ
マ
）郎

右

衛
門
／
東
武
書
肆
／
江
戸
本
町
三
町
目
／
西
村
源
六
蔵
版
」

享
保
十
九
年
正
月

○
『
本
朝
世
事
談
綺
』　

沾
凉　

半
紙
本
五
巻
五
冊

「
享
保
十
九
甲
寅
天
正
月
吉
辰
／
江
都
書
林
／
本
町
三
丁
目
／
西
村
源
六
／
日
本

橋
南
一
丁
目
／
万
屋
清
兵
衛
／
合
刻
」

○
『
官
刻　

度
量
衡
考
』　

荻
生
徂
徠
・
荻
生
北
溪　

大
本
三
巻
三
冊

「
享
保
十
九
年
甲
寅
正
月
穀
旦
梓
畢
／
東
都
書
林
／
松
会
三
四
郎
／
出
雲
寺
和
泉

／
万
屋
清
兵
衛
／
小
川
彦
九
郎
／
須
原
屋
新
兵
衛
／
翠
簾
屋
又
右
衛
門
／
西
村
源

六
／
中
村
新
七
」

享
保
十
九
年
三
月

○
『
文
筌
小
言
』　

服
部
南
郭　

半
紙
本
一
巻
一
冊

「
享
保
甲
寅
三
月
／
書
林
／
京
師　

西
村
市
郎
右
衛
門
／
東
都　

西
村
源
六　

発

行
」（「
京
都
書
林　

須
原
屋
平
左
衛
門
」
板
は
後
印
本
）

『
割
印
帳
』（
享
保
十
九
年
三
月
）「
享
保
甲
子
（
マ
マ
）二
月
／
文
筌
小
言　

壱
冊
／
南
郭

先
生
作
／
板
元　

西
村
源
六
」

享
保
十
九
年
五
月

○
『
古
今
知
恵
枕
』　

河
内
玄
宅　

半
紙
本
三
巻
三
冊

「
享
保
十
九
甲

寅
歳
仲
夏
吉
日
／
京
都
書
肆
／
堀
川
錦
上
ル
町
／
西
村
市
良
右
衛
門

／
江
都
書
林
／
通
本
町
三
町
目
／
西
村
源
六
蔵
板
」

享
保
二
十
年
正
月

○
『
俳
諧
友
あ
ぐ
ら
』　

沾
州　

半
紙
本
一
巻
一
冊

「
享
保
二
十
年
乙

卯
年
孟
春
／
東
都
書
肆
／
本
町
三
丁
目
／
西
村
源
六
梓
行
」

享
保
二
十
年
七
月

○
『
中
書
楷
訣
』　

姜
立
綱　

大
本
一
巻
一
冊

「
享
保
二
十
年
乙

卯
初
秋
／
江
府
書
肆
／
本
町
三
町
目
／
西
村
源
六
発
行
」

○
『
俳
諧
玄
々
前
集
』　

羊
素　

半
紙
本
二
巻
二
冊

「
東
都
書
肆
／
本
町
三
丁
目
／
西
村
源
六
梓
行
」（
享
保
二
十
年
七
月
中
旬
・
跋
）

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号
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○
『
英
雄
軍
談
』　

佚
斎
樗
山　

半
紙
本
五
巻
五
冊

「
享
保
廿
乙

卯
歳
初
冬
／
京
堀
川
錦
上
ル
町
／
西
村
市
郎
右
衛
門
／
江
戸
通
本
町
三

丁
目
／
西
村
源
六
／
版
（
両
店
に
跨
る
）」

享
保
二
十
年
十
月

○
『
誹
諧
麓
集
』　

半
溪　

半
紙
本
一
巻
一
冊

「
本
町
三
丁
目
／
書
肆　

西
村
源
六
」（
享
保
二
十
年
・
跋
）

『
割
印
帳
』（
享
保
二
十
年
十
月
）「
同
廿
卯
ノ
十
月
／
誹
諧
麓
集　

壱
冊
／
魚
貫

／
無
来
／
雲
阿
／
半
渓
／
撰
／
板
元
売
出
し　

西
村
源
六
」

享
保
二
十
年
十
一
月

○
『
帰
去
来
辞
』　

細
井
広
沢　

大
本
一
巻
一
冊

「
旹
／
享
保
乙
卯
冬
十
一
月
望
」（
跋
）

「
文
刻
堂
寿
梓
目
録
／
江
戸
通
本
町
三
町
目　

西
村
源
六
」
付
載

『
割
印
帳
』（
享
保
二
十
一
年
二
月
）「
同
廿
卯
冬
／
帰
去
来
辞　

石
摺
一
冊
／
広

沢
筆
／
板
元
売
出
し　

同
人
（
西
村
源
六
）」

享
保
二
十
年
中
（
冬
か
）

○
『
愛
蓮
説
』　

細
井
広
沢　

一
帖

「
旹
／
享
保
乙
卯
冬
十
一
月
望
」（
跋
）

『
割
印
帳
』（
享
保
二
十
一
年
二
月
）「
同
廿
乙
卯
と
し
／
愛
蓮
説　

石
摺
一
冊
／

筆
者
／
広
沢
／
板
元
売
出
し　

西
村
源
六
」

享
保
二
十
一
年
三
月

○
『
新
句
兄
弟
』　

天
池
斎
魚
貫　

半
紙
本
一
巻
一
冊

「
東
都
／
本
町
三
丁
目
／
書
林　

西
村
源
六
」（
享
保
二
十
一
年
三
月
・
序
）

『
割
印
帳
』（
享
保
二
十
一
年
二
月
）「
同
廿
一
辰
三
月
／
新
句
兄
弟　

壱
冊
／
天

池
斎
魚
貫
撰
／
板
元
売
出
し　

西
村
源
六
」

享
保
二
十
一
年
五
月

○
『
俳
諧
鳥
山
彦
』　

沾
凉　

半
紙
本
二
巻
二
冊

「
享
保
廿
一
丙
辰
皐
月
日
／
書
賈
／
武
江
本
町
通
三
丁
目
／
西
村
源
六
郎
梓
」

元
文
元
（
享
保
二
十
一
）
年
五
月

○
『
釈
親
考
』　

伊
藤
長
胤
（
安
原
貞
平
校
）　

大
本
二
巻
二
冊

「
元
文
元
年
丙
辰
仲
夏
穀
旦
／
京
都
書
肆
／
堀
川
錦
上
ル
町
／
西
村
市
郎
右
衛
門

／
江
都
書
坊
／
本
町
三
町
目
／
西
村
源
六
／
発
行
（
両
店
に
跨
る
）」

元
文
元
年
夏

○
『
俳
諧
な
に
の
姿
』

『
割
印
帳
』（
元
文
元
年
十
月
）「
元
文
元
辰
ノ
夏
／
俳
諧
な
に
の
姿　

一
冊
／
椒

花
／
板
元
売
出
し　

西
村
源
六
」

元
文
元
年
九
月

○
『
井
蛙
問
答
』　

半
溪　

半
紙
本
一
巻
一
冊

「
元
文
元
年
季
秋
／
本
町
三
丁
目
／
書
林　

西
村
源
六
」

元
文
元
年
十
一
月

○
『
芙
蓉
菴
法
帖
』

『
割
印
帳
』（
元
文
元
年
十
一
月
）「
同
十
一
月
／
芙
蓉
菴
法
帖　

石
す
り
折
本
一

冊
／
松
下
烏
石
筆
／
板
元
売
出
し　

西
村
源
六
」

注（
１
）　�

拙
稿
「
新
出
の
西
村
本
『
色
道
宝
船
』
巻
二
に
つ
い
て
」（『
和
漢
語
文
研

究
』
10
号
、
平
24
・
11
）。

二
代
目
西
村
市
郎
右
衛
門
の
出
版
活
動

五
一



（
２
）　�

拙
稿
「
鷺
水
の
新
出
浮
世
草
子
『
初
音
物
語
』（
巻
一
・
四
）
―
翻
刻
と

解
題
―
」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告　

人
文
』
67
号
、
平
27
・
12
）。

（
３
）　�
後
掲
参
考
文
献
・
中
嶋
隆
氏
稿
。

（
４
）　

後
掲
参
考
文
献
・
東
明
雅
氏
稿
。

（
５
）　

注
（
３
）
に
同
じ
。

（
６
）　�

元
禄
五
年
正
月
に
西
村
半
兵
衛
店
と
と
も
に
登
場
す
る
江
戸
の
西
村
九
郎

右
衛
門
と
九
左
衛
門
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
未
詳
。

（
７
）　�

注
（
３
）
に
同
じ
。
後
掲
参
考
文
献
・
湯
沢
賢
之
助
氏
稿
は
延
宝
三
年
刊

『
女
五
経
』
か
ら
寛
政
十
二
年
刊
『
万
宝
料
理
秘
密
箱
』
ま
で
の
西
村
市

郎
右
衛
門
の
刊
行
書
に
つ
い
て
、ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
し
て
概
観
し
て
い
る
。

（
８
）　�

刊
記
上
に
お
け
る
西
村
市
郎
右
衛
門
の
住
所
の
初
出
は
天
和
三
年
三
月
刊

『
小
夜
衣
』
の
「
京
三
條
通
」
で
あ
る
が
、
天
和
四
年
正
月
刊
『
立
花
手

曳
集
』
に
は
「
京
三
条
通
塩
屋
町
」、
貞
享
三
年
五
月
刊
『
念
仏
安
心
』

に
は
「
京
師
三
條
通
油
小
路
東
へ
入
」
と
記
さ
れ
、元
禄
五
年
正
月
刊
『
本

絵
雛
形
』
ま
で
踏
襲
さ
れ
る
。「
三
条
通
塩
屋
町
」
と
「
三
條
通
油
小
路

東
へ
入
」
は
同
一
の
所
在
と
見
な
さ
れ
、
天
和
三
年
「
京
三
條
通
」
当
初

か
ら
の
住
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

（
９
）　�

元
禄
八
年
三
月
以
来
の
住
所
に
つ
い
て
は
、
京
都
で
あ
る
こ
と
以
外
は
未

詳
。
当
初
か
ら
「
手
洗
水
町
」
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
10
）　�

塩
村
耕
氏
『
近
世
前
期
文
学
研
究
』（
若
草
書
房
、
平
16
）「
付
録　

近
世

前
期
江
戸
の
出
版
界
に
つ
い
て
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
　
　
　

○�

西
村
半
兵
衛
（
梅
風
軒
・
唄
風
・
梅
松
軒
）
神
田
新
革
屋
町

　
　
　
　
　

・『
万
病
回
春
指
南
』
元
禄
12
（
京
、
西
村
市
郎
右
衛
門
と
合
）

　
　
　

た
だ
し
、管
見
で
は
元
禄
十
二
年
刊
『
万
病
回
春
指
南
』
の
刊
否
は
未
詳
。

（
11
）　�

二
代
目
市
郎
右
衛
門
渠
営
が
刊
記
上
に
初
め
て
登
場
す
る
元
禄
十
一
年
正

月
刊
『
延
喜
太
神
宮
式
』
の
住
所
「
京
六
角
」
が
「
烏
丸
六
角
下
ル
町
」

の
略
記
な
ら
ば
、
二
代
目
襲
名
と
と
も
に
新
住
所
に
移
転
し
た
可
能
性
も

あ
る
。

（
12
）　�

高
木
利
太
氏
『
家
蔵
日
本
地
誌
目
録　

続
篇
』（
昭
和
５
）
に
は
次
の
よ

う
な
記
載
が
あ
る
。

　
　
　
　

金
沢
江
戸
道
中
案
内　

一
冊　

小
形　

横
本

　
　
　
　

�　

享
保
二
年　

江
戸　

奥
村
喜
兵
衛
、
前
門
六
左
衛
門
、
西
村
源
六
板

内
題
に
「
東
街
道
中
重
宝
記
」
と
あ
る
。
日
本
橋
か
ら
東
海
道
を
名
古

屋
ま
で
詳
記
し
、
美
濃
路
に
入
つ
て
少
し
く
記
し
関
ヶ
原
以
北
、
北
国

街
道
に
入
れ
ば
略
し
て
単
に
宿
駅
里
程
駄
賃
の
み
に
な
つ
て
居
る
。

　
　
　

�

前
門
六
左
衛
門
は
未
詳
。
前
川
六
左
衛
門
の
誤
り
な
ら
ば
、
奥
村
喜
兵
衛

と
も
に
寛
保
・
延
享
期
頃
が
活
動
の
上
限
と
な
ろ
う
。
当
該
書
の
刊
否
は

未
詳
な
が
ら
、『
広
駅
道
中
記　

享
和
新
版
／
改
正
増
補
』（
内
題
「
東
街

道
中
重
宝
記
」）「
享
和
第
二
稔
壬
戌
春
三
月
発
行
／
江
戸
書
林
／
日
本
橋

平
松
町
／
奥
村
喜
兵
衛
／
同
通
三
丁
目
／
前
川
六
左
衛
門
／
仝
版
（
二
店

に
跨
る
）」
な
る
書
は
確
認
で
き
る
。「
金
沢
江
戸
道
中
案
内
」
の
刊
記
は

「
前
川
六
左
衛
門
」「
享
和
二
年
」
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
い

ず
れ
に
せ
よ
「
享
保
二
年
」
の
刊
年
は
疑
わ
し
い
。

（
13
）　�
拙
稿「
月
尋
堂
の
有
職
故
実
書『
官
職
田
舎
辨
疑
』―
翻
刻
と
解
題
―
」（『
京

都
府
立
大
学
学
術
報
告　

人
文
』
65
号
、
平
25
・
12
）。

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

五
二



�

（
二
〇
一
六
年
十
月
三
日
受
理
）

�

（
ふ
じ
わ
ら　

ひ
で
き　

文
学
部
日
本
・
中
国
文
学
科
教
授
）

�

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
２
６
３
７
０
２
４
２
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

二
代
目
西
村
市
郎
右
衛
門
の
出
版
活
動

五
三


